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信 州 随 想
信州大学教授柿崎 勉
最近 この松本市に赴任 して来 た.こ こは私の数郷 に近い幼な馴染みの土地である.丁 度若
葉 の季節 で,新 緑 の山々が周辺に起伏 し,西 方には まだ白 く輝 く残 雪を戴 いているアルプス
連峰が屏風 の如 く乾立 してい る.都 会人 の鐵揺 への郷愁 をそそるに最適の時期であ り,眺 め
であろ う.私 は この近 くに育つた とは鴛え,既 に30年近 くもこの地 を離れて過 し て 来 た の
で,こ の土地 穆現在 の風物は幼い時に印象付け られたもの と完全 に一致するか どうかは大い
に疑問 である,こ れか ら新 しい 目と皮膚 をもつ て見,且 つ感 じて この風物を再認識 する こと
江なろ う.
由来信州人の気質については様 々の鍛誉褒 慶がある,然 し一般 に云われている所 では,真
面 §,勤 勉,学 問に も仕事 に も熱心,研 究心駐盛,構 が深い,等 が長所 として挙 げ られ て魏
るが,そ の反面,狭 量,負 けず嫌 い,理 窟ぽい,斗 争性が強い,じ み,な どの欠点が指摘 さ
れている.こ れは どうい う調査デー タに よつて結論 されたものか知 らないが,信 娼入 として
の私 を内省 して見 る と,こ れ らの長所欠点 といわれる ものが殆 んどすぺてはつき り 自 覚 さ
れ,我 なが ら鷲 く程 である.そ こで知名の信タ彊入紅つも畷 乏 しい知識に よつて若午考察 を繍
えて見た.そ の結果は どうも一 般にいわれ ている所 が真実 に近い ような気が して来 た.例 え
ば誰で も知つ てい る一茶 や藤村な どは,前 述 の長燐や欠点の あるものを特に鮮 弱に示 してい
る ように思われ る。私は俳 句については全 くの門外漢 であるが,そ れで も一茶 の晩年作 とい
われ る 「われ と来 て遊 べや親 のない雀」や.f雀 の子 そ この酵そ このけお馬が通 る」,「痩 せ蛙
負け るな一茶 ここに あり」,「 なんのその百万石 も笹 の露」な どに見 られ る弱者に対す る強
い同情心や反骨 の反面,財 産争いにか らんで絶 えず訴訟 を趨 していた といわれ る よ う な 点
は,前 記 の信 州人気質 を遺憾 な く発揮 したもの と見 られ,一 茶 こそ典型的信州人であつたの
ではあ るまいか との感 を抱 かせ るものが ある.藤 村 についても私は残緯深 く藩究 したわ酵で
はないが,そ の作 品か ら受け る感 じは,藤 村の じみで真面 図で,孤 高 な性格がにじみ出 てい
るように思われ,ど こ とな く信 州入 とい う雰 囲気が濃厚に附随 してい るように感ず る・ 詩
人以外の知名人 で も信州人気質 は様 々な形を とつて現 われ ているようだ.信 州人には学者や
司法 官で知名 の人 は多 いが,清 濁併せ飲 む太腹 の大政治家 とい うも艦 全 く出ていない・ こ
れは信州人気質 といわれ る諸特性 を考えれば,至 極当然 の ことと理解され よう 嘗 つては財
界人 に も知名の入 は少 なか つた.岩 下溝周や藤 原銀次 郎などが想い浮ぶに過 ぎない1然 し最
近では屡 々ジャーナ リズ ムを賑 わ した五 島慶太,小 川栄一 などの特異の人物が現 わ れ て い
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る.こ れ らの人物の活躍振 りか ら見 ると,信 州人気質 の特徴 を良いにつけ,悪 いにつけ て最
も強烈に且 つ鮮 明に表わ したものの如 く感 じ られる.
この ようないわ ゆる信州人気質なるものは,ど うして出来 上つた ものであろ うか い ろい
ろ愚考 してみ るに,そ の要因は第一 に地理的,歴 史的背景 にある と断ぜ ざるを得 ない.信
州は四方 を高い山に囲 まれ ているぱか りか,そ の内部でも五 つの盆地は急峻な山岳 に よつて
相互 に隔絶 されている.し か も これに高山地帯 特有の峻 烈な気象 も加 つている.他 方におい
て遠い上代は別 として,少 くとも戦国時代以降においては,信 州全般 を支配す る一大勢力が
な く,各 盆地には土着 の小豪族が割居 して,天 険を楯 として寸尺 の地 も譲 るまい と相互の交
通 をはばみ,独 自の政治的形態 を築 き.物 資に恵 まれない土地 に,努 力に よつて独立経済を
築 き上げ,独 立 自尊 の誇 りを維持す るに汲 々として来た.徳 川封建 時代 になつて も・分割支
配に最適の地 勢 と天領 などの支配方式を加えて,戦 国時代以来 の気風 をそのまま持 越 して来
た もの と思われ る.こ う云 つた条件が信州人気 質の猫介 性や負けず嫌 い,斗 争性,勤 勉 性そ
の他の特性を形成 するに至 つたもの と考 えて差支え あるまい.
然 しなが らこの ような条件は,交 通が発達 し,人 も文化 も交流 の激 し くなつた現代におい
て,依 然存続 し得 るとは思われ ない 従来 の信州人気質 も今後大きな変化 を遂 げるこ とが予
想 され る.そ れを私は大 きな興味を もつて,こ れ か らゆつ くりと観察 して行 きたい と思つて
い る.
信 州人気 質が以上 の如 く地理的,歴 史 的環境 に よつて形成 された とすれば,環 境が人 を作
る力 とい うものは絶大 なもの と考 えねば な らない このこ とは直ちに教育 と環境 の関係 とい
う点 を想起 させ る.教 育 とい うものが人 間形成 を主 目的 とす る以上,人 間形成 に絶大 な力を
有す る環境 とい うものを無視 して これ を行 う ことは許 されない所 であろ う.従 つて教育に与
る者が,夫 々の被教育者のおかれ てい る環境 を充分 に分析 し把握 して,環 境の力 を教育 目
的 の達成 にフルに活用 し,或 は 目的に合 うように計画的 に環境 を改変す るとい うことが,当
然の手段 とな らねばな らない こうい うことについての具体的研究はな され ているのであろ
うか.私 も教育にたつ さわ る者 のは し くれであるが,こ んやの 白袴 で,ま だ このような研究
や,そ の実際的活用の話 を聞 いた ことが ない.誰 か この方面 に くわ しい人があつた らお話 を
承 りたい もの と思つてい る.
